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学 位 論 文 題 目 Blood pressure and disability-free survival among 

community-dwelling diabetic and non-diabetic elderly 

patients receiving antihypertensive treatment 

（降圧薬治療中の地域在住糖尿病・非糖尿病高齢者におけ

る血圧と生活機能との関係） 

   

 

学位論文内容の要旨           

 

研究目的 

 大規模試験において, 糖尿病例では高率に高血圧を合併し, 糖尿病合併高血圧例では心

血管疾患発症・死亡のリスクが上昇することが知られている。それゆえ, 降圧薬治療は, 

特に糖尿病合併高齢者高血圧例において重要である。しかし, 収縮期血圧（SBP）130 

mmHg 未満あるいは 120 mmHg 未満の過度の降圧は, 脳卒中を除く心血管疾患の発症・死亡

率の減少にはつながらず, また重篤な副作用例も出現することが報告されるようになり, 

糖尿病合併高齢者高血圧例の降圧目標については確定していない。さらに, これら糖尿病

合併高血圧例の地域における自立した生活機能維持に関する降圧目標についての報告もな

い。そこで, 高齢者における糖尿病合併高血圧の治療目標を明らかにする目的で, 降圧薬

治療中の地域在住糖尿病・非糖尿病高齢者における血圧と生活機能との関係につき検討し

た。 

 

実験方法 

 平成 20 年の初年に健康診査データを有し, 降圧薬治療を受けた 579 例のうち, 転出し

た 9 例を除外した 570 例（男性 225 例, 女性 345 例）を対象とした。年齢は 65-94 歳で, 

降圧薬治療中の 139 人の糖尿病例（平均年齢 76.3±5.9 歳）と, 431 人の非糖尿病例（平

均年齢 73.6±6.0 歳）に分類した。本研究のエンドポイントは, 平成 20 年から平成 23 年

に至る 4 年間における初回要支援・要介護認定または死亡とした。収縮期血圧（SBP）お

よび拡張期血圧（DBP）は, それぞれ 4群に分類した（SBP : <120, 120～139, 140～159, 

≧160 mmHg ; DBP : <70, 70～ 79, 80～89, ≧90 mmHg）。初回要支援・要介護認定また

は死亡ヘの交絡因子を推定するために, Mann-Whitney U検定, χ2検定, ANOVA を用いた。

年齢, 性, および同検定にてP < 0.20 を与える全ての因子を交絡因子とした。非糖尿病

例群のSBP : 140～ 159 mmHg群およびDBP : 70～79 mmHg群を対照群とし, 他血圧群にお

けるエンドポイント発生のハザード比（HR）および 95% 信頼区間（CI）をCox比例ハザー

ド回帰分析にて算出した。 

 

実験成績 

 4 年間での全イベント（初回要支援・要介護認定または死亡）の発生率は, 糖尿病例群
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では非糖尿病例群と比較して有意に高率であった［糖尿病例群 29件（20.8%）, 非糖尿病

例群 48 件（11.1％）HR=1.99,  95% confidence intervals（CI）=1.26-3.16, p=0.003］。

年齢, 性別を含む交絡因子で調整後のエンドポイントの発生リスクは, 非糖尿病例群の

SBP : 140～159 mmHg 群を対照としたとき, 非糖尿病例群における SBP <120 mmHg 群 

（ HR=3.61, 95% CI=1.21-10.8, p=0.022）および SBP ≥160 mmHg 群（ HR=3.90, 95% 

CI=1.32-11.5, p=0.014）で有意に高かった。また, 同じ対照群に対し糖尿病例において

は, SBP ≥160 mmHg 群（HR=22.8,  95% CI=4.83-118,  p <0.001）で有意に高かった。

DBP の 4群間では有意差を認めなかった。 

 

総括および結論 

 糖尿病合併高血圧例では SBP 130 mmHg 未満あるいは 120 mmHg 未満の過度の降圧は脳卒

中を除く心血管疾患の発症・死亡率が逆に上昇するＪ字現象を示すことが報告されている。

要支援・要介護認定および死亡をエンドポイントとした本研究では, 糖尿病合併高血圧例

において明らかなＪ字現象はみとめなかったものの, 地域における自立した生活の維持に, 

降圧薬治療における SBP 目標値を 160 mmHg 未満とすることが極めて重要であることを示

した。 

 


